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医療福祉工学コース2年・医療福祉工学概論や未来工学教育プログラム3年・医工連携概論におい
て、本研究に関連して脳機能計測の紹介を行っている。
また、医療福祉工学コース5年の生体計測工学ⅠⅡにて、計測原理・機器の特性や評価結果などの
本研究にて得られた知見を紹介して知識の定着を図れるように工夫している。

 研究実績の概要

東京都における高齢化率は、総人口がピークを迎える2025年には23.0％であり、2035年には
25.4％とおよそ4人に1人が高齢者になると推計されている。また、65歳以上の認知症の人の数は
約600万人（2020年現在）と推計され、2025年には約700万人（高齢者の約５人に１人）が認知症
になると予測されている。このため、認知症の早期発見と予防的活動の開始により認知症の進行
を遅らせることが重要となっている。高齢者の認知症に伴う機能低下の評価にはスクリーニング
を目的とした質問形式や脳トレーニングをはじめとする課題実施時の正答率などの方法が用いら
れている。脳機能の観点から認知症の要因となる責任部位を調査・探求する場合、記憶課題を用
いることが多い。これに対して本研究では認知症の主症状の一つである運動の巧緻性の低下に着
目した研究に着手した。
本研究の目的は、交互タッピング動作（右手と左手を交互にタッピングする連携動作）を実験課
題の１つとして、課題の遂行時の脳活動を計測し、交互タッピング動作が困難な場合の機能低下
の要因を、脳の情報伝達メカニズムの観点から明らかにすることである。本研究では、脳神経活
動に伴う時間的な信号強度変化と反応部位をとらえることができる磁気計測技術（MEG:
Magnetoencephalography）を用いて、運動の巧緻性に関する認知機能の脳部位間のつながりにつ
いて計測・評価を行ている。将来的には得られた知見を脳血液量の時間変化と反応位置を推定す
る近赤外分光法（fNIRS: functional Near-infrared spectroscopy）による脳機能の評価に展開
し評価・診断方法の提案へとつなげる。
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